La Wallonie fantome : rise and evolution of the regionalist project in the literary journal La Wallonie (8) by 鈴木 智之
幻のワロニー : 文学雑誌『ワロニー』における地
域主義的企図の生成と展開(8)
著者 鈴木 智之
出版者 法政大学社会学部学会
雑誌名 社会志林
巻 58
号 1
ページ 1-25
発行年 2011-07
URL http://hdl.handle.net/10114/6700
1第６章　ワロンの風景（承前）
前節において見たように，『ワロニー』に掲載された「地域主義的諸作品」には，ワロン地方の
風景が随所に描出されている。その一つひとつは，作家ごとの個性的な視点から語られた「表現的
風景」であり，作品内在的に個別の意味を読み取ることができる。しかし，同時に諸作品は，その
累積的な記述を通じて，類型としての「ワロンの風景」を構成しているように思われる。以下では，
複数のテクストを相互的な網目の中にあるものとしてとらえ，その全体においてどのような「原風
景」が形作られているのかを検討していく。
２．「風景」の構成要素
はじめに，描出された風景がいかなる要素から成っているのかを見よう。ここでは，（すべての
作品に共通するのではないとしても）テクストの中に繰り返し登場する形象をピックアップするこ
とによって，「ワロンの風景」の基本的な構成要素を確認していくことにする。
（１）川（ムーズの流れ）
いくつかの作品においては，その景観の中心に「川」の流れがおかれている。それは，ほとんど
の場合に，固有名詞によって「ムーズ川（la Meuse）」の流れであることが指し示されている。
「ワロンの乙女」（A.モッケル，1886年・第２号）においては，「ムーズ川」の存在そのものが
「乙女」として寓意化され，その「無垢」なる自然が「産業」に侵食されていく様が描かれている。
「ショキエ」（C.ダンブロン，1886年・第２号）では，リエージュから故郷の村に帰っていく若
者が，眼前に広がる「ムーズ河畔」の眺めを，「ライン川」のそれに比しても負けはしないと誇っ
ている。
同じダンブロンの「部落にて」（1886年・第３号）の主人公は，ムーズ川の左岸を登る丘の上の
アパルトマンに居を構え，その部屋の窓から，「美しい川の流れのほとりで，いつまでも若々しく，
陽気な」「ワロニー」の風景を眺望している。
H.シェネーは「バット」（1886年・第６号）において，リエージュの街のムーズ川の岸に立つ市
場の様子を活写している。
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2さらに，「過去からの呼び声」（H.シェネー，1891年・第６号）では，「穏やかに輝く川の流れ」
の縁に立ち並ぶ家々の影が，夜の水面に反映する様が描かれている。
Ch.デルシュヴァルリの「リトル・スケッチ」（1891年・第３号～1892年・第３号）は，「川」そ
のものを主題化し，不安な精神を映し出すかのように揺れ動く水の流れを描出していく。この作品
では，固有名詞は与えられていないが，この雑誌の枠組みの中で，特にデルシュヴァルリの位置取
りを考えた場合，これもまた「ワロンの精神」の象徴としての「ムーズ」の形象であると読むこと
ができる。
このように，『ワロニー』の中心的な担い手としてその地域主義的な傾向を代表する書き手たち
はいずれも，「ムーズ川」の景観を主題化する作品を掲載している。それは，リエージュという街
に拠点をおいて「ワロン地方」をとらえ返そうとする者の視線からは，ごく自然な選択であるとい
えるかもしれない1）。
（２）丘あるいは谷
「ワロンの風景」を構成する二つ目の基本的な要素は，傾斜と起伏に富んだ場所─谷や丘─
の眺めである。その地形の成り立ちに即して見れば，これはさらに二つの類型に区分することがで
きる。
ひとつは，川の流れによって作り出され，水流の両岸に延びて広がる傾斜地の風景である。
ムーズ川は（例えば，エスコー川と比較してみるならば），広大な平野をゆったりと蛇行して流
れる大河ではなく，土地を削り，渓谷を作り出しながら流れる（相対的に流れの速い）河川である。
その両岸には，切り立った崖や傾斜のきつい丘陵地が形作られ，高低差の中で野趣に溢れた景観が
形成される。「川」の風景を描写するテクストは，おのずから，その縁に広がる「丘」や「崖」の
眺めにも多くの紙幅を割くことになる。
例えば，モッケルの「ワロンの乙女」は，「ウーグレからカンケンポワにいたる緑豊かな丘
（collines verdoyantes）」に思いをはせている。
ダンブロンの「ショキエ」では，故郷の村に帰ろうとする若者が，「ムーズ」の辺から一挙に駆
け上がっていく緑豊かな丘の風景を陶然として眺めている。
シェネーの「バット」に描写された「河岸」の市場の背景には，せり上がるような「モンターニ
ュ」の景色が見えている。
これに対して，アルデンヌ地方の山や丘がもうひとつの傾斜地の風景を形作っている。
「アルデンヌ地方」とは，ベルギー南東部からルクセンブルグ，フランス東部にまたがる，海抜
350メートルから500メートルほどの山並みが広がる地域を指す。ベルギー国内の最高地点（オー
ト・ファーニュ湿原）では，海抜は694メートルに達するが，その景観は（アルプス地方に見られ
る）切り立つような山岳のそれではなく，波打つ丘陵地帯に広がる森と，その合間に拓かれた農地
や農場からなる穏やかな眺めを形作る。『ワロニー』における「地域主義的諸作品」はしばしば，
このアルデンヌの山並み，あるいは丘陵の風景を描出している。
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モッケルは「ワロンの乙女」において，産業の脅威に追い立てられた「川の精」を，アルデンヌ
の森深くに退避させている。その地は，「詩に飢えた人々の最後の避難所」として，無垢なる精神
の宿る場所とイメージされる。
G.ジランの詩篇「ワロンの地で」（1886年・第３号）は，牧草地に牛たちが行き交い，「屈堅な
牛飼いたち」がその世話をしている谷合いの村の風景を，遠くの山並みまでも見渡しながら描き出
している。
M.シヴィルの「アルデンヌの地で」（1887年・第１号）は，その表題が示すように，アルデンヌ
地方の村フィゼヌを舞台に，民俗的な色彩の強い物語を語っている。村からは，「広大に広がる青
い空」の下に，「地平線まで波打つ丘々（les collines moutonnant à l’horizon）」が見通される。
ジランは，「リュック・ロベール」（1887年・第１号～第３号）において，やはりアルデンヌ地
方のある村に舞台をとり，その「館（château）」に暮らす「老人」の孤独を語っている。
また，シヴィルは，「愛しき人のための物語」（1887年・第１号）においても，アルデンヌの「手
つかずの自然」の中に埋もれたように建てられた家を舞台にとっている。
G.ガルニールの「古鐘」（1888年・第３号）に描かれる「村」の家々も，山間の「谷の窪地
（creux de val）」に折り重なるように続いている。その向こう側には，「アルデンヌの最初の扶壁
（les premiers contreforts de l’Ardenne）」，「段々に並んだ壮大な丘（les larges collines qui s’étagent 
en gradins）」，「平地まで斜面をかけおりる若木の樹林（les basses futaies qui dégringolent les 
versants jusqu’à la plaine）」が見えている。
G.フランクの描く冬の風景においては，谷の斜面に広がる低木や大木の針葉に霧氷がついて，
太陽の光を反射させながら揺れ動いている（「霧氷の風景」1892年・第２号）。
ムーズ川の辺からせり上がるように続く丘の眺めと，アルデンヌの森の波打つように広がる丘陵
の眺め─ワロンの地はしばしば，その起伏の豊かさとともにイメージされる。
（３）森あるいは樹木
多くの作品において，ワロンの風景は，さまざまな樹木に覆われたものとして語られている。
「アルデンヌ」の山々には常に鬱蒼とした森が広がっている。家々の周り，農場の周辺，川の水辺
においても，樹木の影が印象的なアクセントを与えている。
「ワロンの乙女」は，迫りくる工場の脅威に怯えて「セルフォンテーヌの公園」の「ナラの木の
堂々とした木陰」に身を潜めていた。
「ショキエ」に帰郷する若者がまなざしを注ぐ川辺には「丸みを帯びて優美な菩提樹の木々」が
揺れており，そこから「樹木の茂る頂」までのあいだ，丘の斜面には木立や，その木々の葉に埋も
れた家々の屋根が眺望されている。
ジラン（「ワロンの地で」）は，宵闇の迫る村の中で，「背の高いポプラの揺れる音」を聞いてい
る。
シヴィルの描く「アルデンヌの村」の描写には，「胡桃」「ハン」「モミ」「菩提樹」「白樺」「アカ
4シア」などの樹木の名が折り込まれている（「アルデンヌの地で」「愛しき人のための物語」）。
H.クランスの「夜の素描」（1887年・第８号）の舞台となる村は，「背の高いポプラの木」にと
りまかれ，村のはずれには「たっぷりとした生垣に囲われ，頭の丸い林檎の木が並ぶ見事な果樹
園」があり，それを挟んで向こう側では，背の高い城が「鬱蒼とした木々」の合間に姿を見せてい
る。
ガルニールが「古鐘」に描く「村」の家々は，「胡桃の木々」のあいだに埋もれている。
ダンブロンの「五月の森」（1889年・第５号）は，作家自身の故郷（コンドロ）に近い「ジェル
ヴァーニュの森」を舞台に，語り手の神秘的な体験を綴っている。
デルシュヴァルリの「魂の四月」（1890年・第２号）は，象徴性の高い散文詩であるが，ここで
は，呼び戻すべき過去と現在のあいだに広がる中間地帯が「森」として形象化されている。
同じデルシュヴァルリの「林檎の木の下で」（1891年・第１号）は，その表題が示すように，「花
をつけた林檎の木々」の下で展開される兄妹の物語である。
さらにデルシュヴァルリは，「リトル・スケッチ」において，ムーズ川の流れを象徴的な筆致で
描出するのであるが，やはりその堤には「背の高いポプラの木々」が配置され，「木の葉が深く折
り重なる岸」に沿って川は流れ，「水面」は「木々の枝」の揺らぎと呼応するように夜の光を反映
させている。
G.フランクが，谷のあちこちに広がる「低木」と「松」の木立の，凍りついた針葉の枝がおり
なす風景を描いていたことは先に見た通りである（「霧氷の風景」）。
このように，都市の風俗を描いたいくつかの作品を除けば，およそすべての風景描写において，
「樹木」は重要な意味作用を担っている。その象徴性をも含めて，「木々」は「ワロンの風景」にと
って不可欠な構成要素となっている。
（４）青空と陽光
『ワロニー』に語られたさまざまな風景を一望して見たとき，強く印象的であるのは，随所に描
かれる「空」の描写である。もちろん，空はどこにでもあり，風景が語られる以上必ずそこに付随
するものである。しかし，一連の「ワロンの風景」を見ていくと，それが必ずといってよいほど晴
天の空であり，まばゆい光に満ちて大きく広がる空であることに気づかされる。
ダンブロンの「ショキエ」において語り手が見いだす川辺の風景には，輝くような陽の光が満ち
ている。
ジランの描く山間の村（「ワロンの地で」）では，「深紅の太陽」が沈み，山肌が赤く染まり，や
がて「静穏な大空（le grand ciel serein）」に「星々の金色の鋲」が打たれてゆく。
シェネーの活写した「バット」の岸も，「陽光に背中を温めながら，ゆったりと広がっている」。
シ ヴ ィ ル も「 ア ル デ ン ヌ の 地 で 」 に お い て， そ の 村 の 眺 め を，「 広 大 に 青 い 空（un ciel 
immensement bleu）」のもとにおいている。
ジランが「リュック・ロベール」に描いたアルデンヌ地方の村の風景も，その冒頭の場面では，
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よく晴れた秋の一日の終りが選択され，「夕暮れの斜陽」とともに，「鉱炉の火のように赤く輝く明
星」が姿を見せている。
再びシヴィルは，「愛しき人のための物語」においても，「満腹して寝そべった牛たちが反芻して
いる牧場のあいだに，青空を穿つ小さな教会の尖塔」が立っているとして，背景に晴天の風景を配
置している。
ガルニールの「古鐘」では，珍しく雨の降る場面が語られるが，それも通り雨であり，農夫たち
は生垣の下に駆け込んで通り過ぎるのを待っている。そしてこの作品においても，第２節では「七
月の太陽」の「光」とその「まばゆさ」が強調され，「おびただしい陽光の中に」「木々」が影を作
り出している。
ダンブロンの「五月の森」では，「まばゆい太陽が，蒼天の微笑みの中で，金色にふるえ」てい
る。
デルシュヴァルリの「魂の四月」でも，「明るい平原」の上に「静かなガーゼに包まれた太陽の
夜明け」が訪れる。
同じくデルシュヴァルリは，「林檎の木の下で」においても，舞台を初夏の果樹園におき，兄妹
は，「花をつけた林檎の木々にさざめく光とともに」目を覚ます。
フランクの「霧氷の風景」は，凍てついた冬の森を描きながらも，そこには「冬の鮮やかな太
陽」が降り注ぎ，その光を反射して，針葉の枝が揺れている。
このように，見事なまでに一貫して，「ワロンの空」はいつも晴れわたっている。雨の降り続く
場面や，どんよりと雲の垂れこめる景色は，まったくといってよいほど登場しない。「広大な青
空」と「光輝く太陽」が，この土地のしるしでもあるかのようだ。
（５）農民
では，その風景の中に，人はどのように現れるのだろうか。「地域主義的諸作品」の中でも，物
語性のあるものにおいては，当然のことながら，視点人物（または語り手）がおかれ，主人公が選
択される。それらの「中心的登場人物」は，書き手の地位を反映して「学生」や「街からやってき
た若者」であることが多い（「ショキエ」「部落にて」「リュック・ロベール」「愛しき人のための物
語」「古鐘」「五月の森」）。これに対して，その景観の中に配置される人間としては，「農夫」の存
在が最も顕著である。
例えば，ジランの「ワロンの地で」に謳われる「屈堅な牛飼いたち」。
シヴィルの「アルデンヌの地で」に描写された「結婚式」に集う農民たち。
ガルニールの「古鐘」において，活きいきと働く村の農夫たち。
またこれは「風景」の中の人物ではなく，むしろ主題的な形象というべきかもしれないが，
H.クランスの「農夫の恋人」（1887年・第11号）では，老いて働くことのできなくなった農夫が，
土の上に倒れ伏して，大地への愛を感じとる場面が描かれている。
都市に暮らす，しばしば富裕な階層（ブルジョア）の若者の視線から，農夫たちの働く村の風景
6を眺めるという構図。この階級的であると同時に懐古的なまなざしが，ワロンの風景を枠づける基
本的な視角構成となっているのである。
（６）女
「風景」の「構成要素」と呼ぶにはさらに不適切であるかもしれないが，まなざす者とまなざさ
れる者との関係の中で，常に見られる側（風景の側）におかれている「女たち」の存在にも，ここ
で目を留めてみる必要があるだろう。実際，『ワロニー』に掲載された「地域主義的諸作品」の中
には，しばしば，提示されている風景を象徴するかのように，「女性」の姿（または女性的形象）
が描き出されている。私たちはあらためて，この雑誌の寄稿者のほとんどが男性であること2）に留
意しておこう。つまり，この雑誌において語られる「風景」は，実際のところ「男」の目線から切
り取られたものなのである。そして，その「風景」の中に，あるいはその前景に，くりかえし
「女」が登場する。彼女たちは，隠喩的または換喩的な意味作用によって，まなざされた世界を
「女性化」し，そこに性的な色彩を描き加えていく。
モッケルの「ワロンの乙女」がすでに，そのあからさまな一例を示している。工場の排煙に汚さ
れる「ムーズ川」とその岸辺の「自然」は「無垢なる乙女」に喩えられ，「優美」にして「気高
い」「女神」の気品を備えたものとして語られる。
ダンブロンの「ショキエ」においては，村の中の「門構えの大きな家」に住んでいた「女」の記
憶が想起され，その出現とともに「ショキエ」の村それ自体の意味が変貌したのだと語られる。
「女」は決して充たされることのなかった欲望の対象として「神話化」されている。
ジランの「リュック・ロベール」では，「街（リエージュ）からやってきた若者」が，「村」の
「館」に住む娘と恋に落ち，老人からたった一人の孫娘を奪い取っていく。
クランスの「夜の素描」では，「城館」を抜け出し，夜の闇の中をさまよい歩く「黒衣の女」が
描き出される。
ガルニールの「古鐘」もまた，「街」から「帰郷」して戻ってきた「僕」が，「村」に残る「君」
への，成就されない愛の感情を語る物語である。
さらに，クランスは「あやしの家々」において，今度は都市の風俗を語り，「娼館」に生きる
「女」の姿を幽玄に描き出している。
ダンブロンの「五月の森」では，「故郷の森」に足を踏み入れた「私」の前に，少女たちのグル
ープが現れ，そのうちの一人が強く「私」を魅了するものの，すぐにまた姿を消してしまう。ここ
でも，欲望は喚起されたまま充足されず，それが禁じられることによっていっそう，目前の風景に
過剰な意味が充填されていく。
デルシュヴァルリの散文詩「魂の四月」では，「過去の森」が「魅惑の精」に喩えられ，モッケ
ルの「ムーズの乙女」と同様に，神話的な女性的形象として語られている。
かくして，ワロンの大地は常に「女」によって象徴化され，女性的なるものとして賛美の対象と
なる。若き文学者たちの求める故郷の村やアルデンヌ山中の「風景」は，こうした隠喩的・換喩的
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な形象の挿入によって ｢神話化｣（「女｣ たちは ｢美の女神｣ である）され，ある種の性的な含意を
伴いながら欲望の対象へと変換されていくのである。
３．風景の選択的構成と対照効果
このように，諸作品に反復される要素を抽出するところから，私たちは，ひとつの構図を描き出
すことができる。
定型としての「ワロンの風景」─その中心にはムーズ川の力強い流れがあり，その背後にせり
上がる丘陵地からアルデンヌの山中まで波打つ土地が広がり，そこは鬱蒼とした森に覆われている。
その合間に農地が拓かれ，木立に埋もれるようにして村の家々が低い屋根を見せる。農場には，土
地を耕し，牛を手なずける農夫たちの姿がある。そして，風景そのものの化身であるかのように，
美しい「女」（｢女神｣）が現れる。
『ワロニー』の寄稿者たちは，それぞれに異なる視点から，作品の舞台や場面や主題を語りなが
ら，いつのまにか「同一」の眺めをくりかえし描いている。その反復が，「ワロンの原風景」を構
成していくのである。
もちろんそれは，彼らが実際に見ることのできた風景であるといえるだろう。若き作家たちは，
架空の空間に「理想の風景」を描き出したわけではなく，その方法はどうあれ─写実的にであれ
象徴的にであれ─自らの目に映る世界を描写していったはずである。しかし，そこには間違いな
く，選択的に世界を切り取っていくまなざしの働きがある。したがって，ここで何が語られている
のかを見ることは，他方で，何が語られていないのかを確認する作業にならざるをえない。
その点に関してはまず，『ワロニー』に描かれた風景から，「近代産業」の作り出す景観が体系的
に排除されていることを再確認しておかなければならない。モッケルが「乙女＝無垢なる自然」を
脅かす「怪物」として遠景に工場の「炎と煙と石炭」の存在を認めた他は，まったくといってよい
ほど，「労働」と「労働者」の世界が語られることはない。それはもちろん，彼らが実際にそれを
目にしなかったということではない。既述の通り，1886年には労働者の大規模なストライキが起
こり，リエージュでも暴力的な衝突が起こっていた。すでに，街の周辺のいたるところに「ぼた
山」が積み上がり，セランやアングルールの製鉄所から黒煙が上がっていたはずである。クランス
が描いた「あやしの家々」（娼館）が立ち並ぶ背景には，産業都市リエージュに集まってきた労働
者人口（男たち）の存在があったことだろう。ダンブロンやシェネーが称賛したリエージュの街の
活力は，急速に成長する「石炭」「鉄鋼」産業によって生み出されていたのである（そして，第3章
で見たように，モッケルの父親は，その鉄鋼産業の中心を担う経営者の一人であった）。
しかし，『ワロニー』に集った若者たちは，「ワロンの風景」を描き出す中で，その足元の現実に
一切目を向けなかった。彼らが「ワロニー」を思い描く時には，その視線は主に「農村」へと向け
られ，古い階級的秩序（それは「失われゆくもの」として語られる）の中で生きる「農夫」の姿だ
けがクローズアップされていく。まれに都市の景観を語る際にも，そのまなざしは労働者の存在を
8素通りし，表層に現れた彩り溢れる風俗（「市場」「鳩の飼育」「売春宿」…）しか取り込むことが
なかった。このような「階級的視角」は，雑誌を通じて，見事に一貫して保たれている。
こうした選択的構成の（古い意味での）イデオロギー性をあらためて問わずにおくとしても，地
域の経済の中心を占めつつあった「産業」の世界を視野の外においたまま，「ワロンの同一性」を
語ることが可能であったのかどうか。それは，私たちとしても考えてみなければならないだろう。
A.ピロットが明らかにしたように，20世紀の前半になると「ワロン運動」をめぐる言説の中では，
「川（ムーズ）」と「森・樹木」と「産業（製鉄工場や炭鉱）」を基本要素とする「ワロンの風景」
が構築されていった（Pirotte 1999）。「ワロン」という地域に物質的な繁栄と共通の（社会・経済
的）問題を与え，かつそこに求心的イメージをもたらしていったものは，なによりも労働の世界で
あった。その産業的現実とのつながりを，ネガ（自分たちの世界を脅かす外部要素）としてしか語
りえなかったことが，モッケルをはじめとする「若者たち」の弱さであり，彼らの構想する「ワロ
ンの文学」の脆弱さでもあったということができる。
しかし，風景の選択は産業的要素の排除にのみ関わるものではない。他方で，地形や気候に関し
ても，明らかに「偏り」がある。そして，この側面における選択の理由は，「フランドル」に対す
る差別化の論理に求めることができる。
例えば，風景の中に頻出する「傾斜地」の描写。既述のように，「ワロンの風景」はその起伏の
豊かさとともに価値づけられている。それは，描かれている個々の場面に即して見れば，現実の地
形を反映したものであるといえるだろう。しかし，ワロン地方（ベルギーの言語境界線以南）全域
において見ると，平坦地の比率は決して小さくない。特に地域の西部に目を向ければ，言語境界線
からムーズ川までは，フランドル地方から連続する比較的フラットな空間が広がっており，そこに
は豊かな農村があり，また運河も開かれている3）。「典型」としてではなく「平均」としての「ワ
ロン」を語ろうとすれば，この地域に広がる「農村」にもまた目を向ける必要が出てくるはずであ
る。しかし，「ワロンの風景」を切り取ろうとするまなざしは，専らムーズ川以南の「丘と谷」の
刻まれた場所に向けられる。それはいうまでもなく，「果てしなく広がる低地・平原」のイメージ
を確立した「フランドル」との競合関係の中から生まれてくる選択である4）。
ここでは，フランドルの「低」に対してワロニーの「高」が，前者の「水平性」（平坦さ）に対
してワロニーの「垂直性」（高低差）が対置されている。
フランドルとの対照効果という観点からは，それ以上に，「晴天と陽光」のもつ意味が大きい。
これまでに見てきたように，『ワロニー』に語られた「風景」には，ことごとく「明るい太陽の
光」が溢れ，その空は「広大に青く」広がっている。驟雨を除けば，ほとんど雨が降る場面は描か
れない。しかし，実際の気候において，ワロン地方において極端に降水量が少ないとか，日照時間
が長いという事実があるわけではない5）。ベルギーは，その全域において，多湿で，雨の多い土地
である。
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したがってこの点に関しては，実態に背いて「晴れわたった空」が選択されているのである。そ
れは，定型として語られるフランドルの空（低く垂れこめた雲，立ち込めている霧）との対比にお
いて，ワロンを識別する記号的役割を負っていると見なければならない。
ここでは，フランドルの「陰」に対するワロニーの「陽」，深く沈みこむような「静」の世界に
対して，活力に満ちた「動」の世界がおかれている。それは，フラマンの「ゲルマン的な陰鬱さ」
に対して，ワロンの「ラテン的な陽気さ」を対置する二項的な図式の応用であると見ることができ
る。また，表向きには語られないとしても，「後進的な農村地帯」であったフランドルの「貧し
さ」に対して，「成長する産業地域」としてのワロンの「豊かさ」を示す記号であると読むことが
できるかもしれない。
そのような対照の「効果」を，個々の書き手がどこまで自覚的に狙っていたかは分からない。あ
るいは彼らは，素朴に「美的」「道徳的」な価値を感じることのできる光景を選択していっただけ
なのかもしれない。しかし，その場合でも，彼らの視線は明らかに，「フランドルの風景」に抗し
て「ワロンの風景」を構築するという差別化の論理に方向づけられていたのである。
いつも陽射しに溢れる陽気なワロニー。それは，「ブルージュ」の街にはいつも霧が立ち込めて
いるというのと同じ意味において「幻想」に他ならない。ベルギーのどこにいても晴れる日もあれ
ば雨の降る日もある（全体として見れば天気は変わりやすく，どこであっても雨は多い）。しかし，
「リエージュ」にはいつも陽の光があふれ，「アルデンヌ」の丘の上には広大な青空が広がっている
のである。
だが，このような対抗的構成は，はたして「ワロンの風景」を価値づけていく戦略においてどこ
まで有効であったのだろうか。彼らにとって大切なことは，ただ「フランドル」との差異化を図る
ことだけにあったわけではない。先にも述べたように，重要な課題は，パリ（フランス・中央）か
らのまなざしに応えて，自分たちの辺境性を「表象的個性」に転換し，その地に宿る「精神」を価
値づけていくことにあったはずである。
それを考えた時に，「ムーズ川の谷間」の風景は，例えば「ライン川流域の渓谷」の風景にどの
ような形で太刀打ちできただろうか。「アルデンヌ地方の穏やかな丘陵」の景観は，「急峰のそびえ
たつアルプス」のそれに比して，何を訴えることができただろうか。豊かな森や農村の風景が，フ
ランスの地方のいたるところにある風景との差別化において，どのような価値を示しえたというの
だろうか。
こうした問いを発してみてすぐに気づかされるのは，ワロン地方に与えられている「景観資源」
が，ドイツやスイスといった周辺の地域との対比において，他を圧倒するだけの豊かさを有してい
るわけではないということである。「ワロンの風景」は，それなりの瀟洒な美しさを備えていると
しても，「壮大さ」，「壮観さ」に欠けているといわざるをえないし，一目でそれと分かるような識
別的なしるしを帯びているわけでもない。したがって，ただそこにある眺めを語るだけでは，まだ
十分に，この土地を卓越的なものとしてアピールすることはできないのである。
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では，景観それ自体の「構成要素」において突出した個性を見いだしえない時に，人々は風景を
どのように価値づけ，そこからどのような「精神性」を引き出していくことができるのだろうか。
その局面においては，風景がいかなる要素からなっているかだけではなく，どのような視角から読
みとられ，いかに語られているのかが問われなければならないだろう。
４．風景を構成するまなざし
『ワロニー』に集まった「若者たち」は，「風景」の中に自分たちの「精神」あるいは「魂」の発
現を見いだそうとしている。彼らはそのようにして，目に見える世界の美を称揚すると同時に，
「ワロン」の「民族（race）」の同一性を形象化しようとする。しかしそのためには，「客観的に」
見えるものを記述するだけでは足りない。それゆえに彼らは，さまざまな「媒介的な枠組み」を持
ち込んで，目に映る世界を必死に価値づけようとしている。その結果として産出されたテクストは，
全体として，どこか言説過剰で，観念に溢れている印象がある。若き作家たちの筆のつたなさを割
り引いて考えるとしても，そこには，どこか無理な企てがなされているように見える。それは，
「相対的に乏しい資源」の中に卓越した「精神」の発現を見いだそうとする，その試みの苦しさか
らきているのかもしれない。
だが，そうであればこそ，彼らの風景描写の修辞的な技法が問い直されなければならないだろう。
「風景」は，どのような「文学的な技」によって，「民族の精神」を体現するものへと組み変えられ
ようとしていたのか。これを「地域主義的諸テクスト」に沿って検討することが，次の課題である。
（１）民俗学的まなざし─過去としての風景
風景とは基本的に，今，目の前に現れる世界の描写である。それは，知覚の領域に構成され，し
たがって，現在そこにあるものを切り取っていくところに生み落とされる。ところが，描き出され，
語られた風景には，時として「懐かしさ」の感覚が伴う。今あるものを見ているにすぎないのに，
そこには確かに過去のものが現れているように感じられる。「風景」はしばしば，このような過去
とのつながりにおいて，「見るべきもの」としての価値を獲得する。
『ワロニー』に語られた地域の風景にも，こうした過去を振り返ろうとするまなざしが感じられ
る。
「リエージュ（都市）」に暮らす若者たちがワロンの農村的世界に向けるまなざしは，失われてゆ
くもの，あるいは失われてしまったものを取り戻そうとする懐古的な欲望に方向づけられている。
物語の舞台となる「村」は，今そこに人々が生きている空間であると同時に，「伝統的な生活様式
や慣習」を保存し，「いにしえの精神生活」を具現化している場所─「習俗」や「風俗」の展示
場─でもある。
こうした視角構成の典型は，シヴィルの「アルデンヌの地で」に見いだすことができるだろう。
この作品では，村の結婚式の様子が語られ，慣習的掟に従わなかった花嫁に死がもたらされるとい
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う物語が語られる。土着的な信仰（「迷信的な」というべきだろうか）の息づく世界が，物語を呼
び起こす格好の舞台として設定され，自然の景観，物や植物，料理や衣装，方言などの具象的な記
述を通じて，色鮮やかな「村の生活」が語られていく。そこには「伝統的な農村の暮らし」を目新
しいものとして見直そうとする好奇心の介在がある。その関心のありようを「民俗学的」と呼ぶこ
とができるだろう。「村」は，「過去の生活」を保存する場所であり，その「風景」の描写は，その
土地に受け継がれてきた「精神」の形を記述するための手段となっているのである。
同様の「民俗学的まなざし」は，アルデンヌ地方の「村」を語るその他のテクスト（ジランの
「リュック・ロベール」，シヴィルの「愛しき人のための物語」，クランスの「農夫の恋人」，ガルニ
ールの「古鐘」）においても確認することができる。「村」はロマンティックな物語（多くは恋愛の
物語）の舞台であると同時に，懐かしき（失われゆく）習俗の残存する空間であり，その生活様式
と自然景観との呼応の中で「ワロンの精神」を脈々と伝える場所となるのである。
風景の中に過去が出現するというこの図式は，ダンブロンの諸作品において，より明確に，さら
に強い意味を伴いながら展開されている。
例えば，「ショキエ」においては，語り手である「私」が故郷の村に帰り，その眺めの美しさに
感動して，（いささか大仰に）うちふるえて見せるのであるが，（先にも見たように）その時点です
ぐに一人の「女」の記憶が呼び起こされ，目前の風景と記憶の中の風景とがオーヴァーラップし，
過去の（少年時代の）充たされなかった欲望が再び現在の世界に投影されていく。「かつての情
熱」と「今の欲望」が混然となることによって，「村の風景」が再発見されているのである。
このように，「風景」が記憶の中から呼び起こされるという展開は，ダンブロンの物語の中では
ある種の必然性をもっているようにも思われる。それは，彼の作品がすべて「ワロンの魂」の再
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見という主題に貫かれているからである。「ワロン的なるもの」の存在は，現在の生活空間の中に
自明のものとして現れているのではなく，むしろ人々のあいだでは「忘却された」ものと位置づけ
られている。「ワロニー」の発見は，この「忘却」に抗して，見失われてしまったものをもう一度
呼び起こすことによってはじめて可能となるのである。
ダンブロンのそのようなとらえ方は，第4章において取り上げた二つの作品に，より一層明確な
形で読み取ることができる。「部落にて」（1886年・第３号）は，「ショキエ」と同様に「故郷」を
再訪する若者の物語であるが，そこでは，村の景観を構成する物（例えば「切り妻の壁」や「古い
タンス」）に人々の過去の生活が書き込まれ，その風景が記憶を直接に宿すものとして現れてくる。
他方「いにしえのリエージュの想起」（1886年・第６号）では，都市空間を練り歩く祭りの隊列が，
「ゆっくりと死に絶えていった郷土」の記憶を呼び覚まし，これを語り手の前に現出させていく。
ここでも，目前の物質的な世界は過去を媒介しており，そこに「失われしもの」の再現が感受され
なければ「ワロンの魂」はよみがえることがないのである。
「ワロニー」という言葉によって指し示されるべきものは，深い沈黙のうちに埋もれて見えない
場所にある。それを呼び起こし，よみがえらせることが「来るべき文学（ワロンの文学）」の役割
である。そのような認識はダンブロンだけではなく，モッケルやシェネーにも共有されていた。シ
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ェネーは，ダンブロンについての評論の中で「僕たちの古い国」の「精神」は「再発見され，再び
よみがえるべき秘密」としてあるのだと論じている。モッケルはのちに，『ワロニー』の創刊の頃
をふりかえりながら，「長い間，見損なわれ，目を向けられることがなかった」「ワロンの精神」が，
「遅咲きの薔薇のように」開花しようとしていたのだと語ることになる（Mockel 1922：20）。
では，その深い忘却の淵に見捨てられていたものを，どのようにして再び呼び覚ますことができ
るのか。それは，目前にあって沈黙しているかに見える「物」に接触し，その背後に「記憶」の声
を聴くことによってである。シェネーは，「ワロンの芸術は本質的に隠されていたものを暴きだす
ものとなる」という。その彼が残した『物の魂』は，神秘主義的な感性をもつ芸術家が，物質的な
世界との接触によって，「死に絶えていた古い精神」を呼び起こそうとする試みを語っていた。
このように，「ワロンの風景」は，現在にあって過去を体現している。それを見るという営みは
同時に「失われたもの」「忘却されたもの」を想起するという作業でもある。「風景」は「記憶」を
形象化してこそ，「ワロンの精神」を表出する媒体となることができるのである。
（２）観光のまなざし─他者としての風景
目前の風景が過去を媒介するものとして現れるとき，そこにはすでに一定の「距離」の感覚が生
まれている。それは，今ここにある生活の空間でありながら，「古い世界」の痕跡であり，それゆ
えに知的な関心の対象として記述に値するものとなる。あるいはまた，それは「自分たち」の世界
でありながら，一度は見失われたものであり，忘却の中から呼び起こさなければならないものと位
置づけられている。したがって，描き出された風景は，どこか日常的な現実から隔たったもの，新
奇性を帯びたものとなる。それは懐かしくもあり，同時によそよそしくもある。そのエキゾチック
な風貌が，目の前に広がる眺めを「趣きある（pittoresque）」ものにしている。
それゆえに，「ワロンの風景」は，日々の実利的・道具的関心を離れて，物珍しさゆえにそれを
眺め続けるまなざし，見知らぬ世界への好奇心に満ちたまなざしによって構成される。その視線は，
J.アーリが論じた「観光のまなざし」，すなわち「日常から離れた異なる景色，風景，町並みにな
どに対して」投げかけられる「まなざし」（Urry 1990=1995:2）に通じる性格を備えている。
もとより，家郷の風景を「民俗学」的枠組みをもって対象化し，その色彩豊かな風俗を描き取ろ
うとする時，そのまなざしの主体はすでに，その村の世界の「外」に立っているといえるだろう。
「フィゼヌ」の村の「結婚式」や「葬式」の場面を語るシヴィルが，その「光景を前にして」「言葉
に尽くせない思い」を感じているとしても，その「心に滲みいる」ような「詩
うた
」は，決して村人自
身の感性に響くものではなく，それを「郷愁」の対象として鑑賞する「知識人」の胸にこみあげて
くるものでしかない。こうして「村」の風景は，「余所者」の目によって発見されるのである。
このような「視点と視線」の布置を見るとき，『ワロニー』において「村」の生活を語るいくつ
かのテクストが，「街」からやってきた「若者」を視点人物に据え，その「都市生活者」が「鄙」
の暮らしを記述するという構成をとっていることが，あらためて意味をもつように思える（「リュ
ック・ロベール」「愛しき人のための物語」）。また，語り手が匿名で，明示的に身分や性格を与え
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られていない場合でも，「風景」を切り取る視点は，「書き手」の社会的位置（都市に暮らす，ブル
ジョアの子弟，知識階級）に即したものして読むことができる（「ワロンの地で」「夜の素描」「農
夫の恋人」「林檎の木の下で」）。
他方，ひとたび「村」を離れ，街の暮らしに慣れた若者が「帰郷」し，あらためてその風景を再
発見する物語も，やはり「旅する者」の視点から語られている（「ショキエ」「部落にて」「古鐘」
「五月の森」）。「若者」は外部者の視点をもって「村」に相対するからこそ，「古い精神の残存」を
感じとり，そこに「ワロンの風景」を記述することができるのである。
逆説的にも，彼らは「他者」の視点を獲得すればこそ，「自分たちの世界」を発見するのだとい
えるだろう。　
（３）芸術のまなざし─シミュラークルとしての風景
風景が風景として感受されるためには，これをまなざす者が芸術家の目をもたなければならない。
それは「ワロンの若き詩人たち」にとっては，自覚的に共有された信念であったように見える。彼
らは，忘却されていた「ワロニー」の再発見を，明確に「芸術家」の役割ととらえていた（いいか
えれば，日常生活者の目には映らない「精神」や「観念」を感じとる特権的な資質を，自らに任じ
ていた）のである。
したがって，眼に映る景色を見るとき，彼らは「芸術のアングル」でこれを切り取ろうとする。
そこにはしばしば，画布の構図が意識され，架空の額縁が準備されている。「風景」は文字通り
「絵になる（pittoresque）」ものとして発見される。
しかし，風景を芸術として，ひとつの「作品」であるかのように切り取ろうとする彼らの試みは，
往々にして，見えるものを既存の芸術的構図の中に配列するという営みに帰着してしまう。結果と
して「ワロンの風景」は，先行する芸術作品の模写のごときものとなる。そして，テクストはとき
に，そのような既成作品への参照をあからさまに示してしまう。
例えば，モッケルの「ワロンの乙女」は，明らかにワーグナーの歌劇の引きうつしであり，語り
手は臆面もなく，「ムーズ」には「老いたるライン」のそれに負けない「気品や威厳」が備わって
いるのだと誇っている。しかし，そのような対比がすでに，「ムーズ」は「ライン」のコピーでし
かないことを告白している。
ダンブロンの作品においてもまた，故郷の村に帰りつくなり，その景観にうっとりとしている若
者が，「自分は画家になるべきであった」と思い始め，描かれるべきであった「画布」に空想をめ
ぐらせている。彼が思い起こす「女」もまた，「ジョルジュ・サンド」の小説のヒロインになぞら
えることによって，その美しさや気品が語られている。この物語（「ショキエ」）においては，目前
の景観（物質的世界）の背後に「精神」と「魂」の存在を透視する主人公の神秘的な感受性が謳わ
れていくのであるが，そのようにして「見えるもの」の奥に「見えないもの」を把捉していく力は，
まさに「芸術家」のそれとして位置づけられている。そして，実際のところその作業は，「風景」
を「芸術作品」に重ね見るということによってなしとげられていくのである。
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もちろん，文学的創作を始めたばかりの「若者」の作品とは，おおむねそのようなものだという
べきかもしれない。彼らは，すでにその価値を認められている「芸術」の形式を模倣し，その枠組
みを現実に適用することによって，「創造」の道へと入っていく。しかし，その独創性の有無がど
うあれ，『ワロニー』に語られる風景を集合的な構築作業として見ていくとすれば，（先行する芸術
作品のイメージに媒介されて）既成の図式が再生産されているということもまた，ひとつの事実と
して書きとめておかねばならない。彼らの構成する風景には既視感がつきまとう。「村」の景観も，
「森」や「丘」の眺望も，先行するイメージの反復─シミュラークル─という性格を免れない。
しかし，まさにそのような形で「媒介的枠組み」が作用することで「風景」の発見は可能となって
いる。そして，見いだされた世界が「芸術的」なものとして語られうるからこそ，そこには（卓越
的な）「民族の精神」を読みとることができるのである。
５．精神としての物─風景のサンボリスム
環境世界に注がれるまなざしにどのような媒介的作用が働いているにせよ，彼らはそれを介して
「風景」を発見し，その描写によって，（見失われていた）「郷土＝祖国（patrie）」の存在を明らか
にしようとしている。このとき，風景的世界としての「ワロニー」の提示は，同時に，一定の心性
を共有する民族的共同体としての「ワロン」の存在を確認する企てともなる。では，風景の記述を
通して，「ワロンの精神」はどのように性格づけられていったのだろうか。
（１）幻視する力
すでに何度となく触れたように，「風景」の語りにおいては，その対象が単なる物質的世界とし
て記述されるだけでなく，その背後に「観念的なもの」や「理念的なもの」が感受されねばならず，
それを通じて，描かれた世界が価値づけられるとともに，他方では，それをまなざしている者の特
権的な感性（芸術性）が称揚されるという関係が成り立っている。この循環的な意味付与の構図
（「私」が「風景」の美を語り，語られた「風景」が「私」の卓越性を証明する）は，それ自体にお
いて，「物の世界」に「精神的なるもの」を見通すことができる「ワロン」的資質を示すものとな
りうる。
ダンブロンのテクストに，その典型的な例示を見ることができるだろう。既述（第４章）のよう
に，「部落にて」では，かつて自殺を思い立った少年が，古い物たちのうちに宿る記憶の声に呼び
とめられて，最後の一線を超えるのを思いとどまることになるのであるが，語り手はそのような
「物」に宿る精神を「幻視する力」を「北方の人間」に固有なものと見なし，フランス的な合理性
に対する自らの特異性として位置づけている。いいかえれば，この作品は，近代的な都市の生活に
いったん触れた若者が，自分の出自の世界に宿る「神秘主義的心性」あるいは「汎神論的な宗教
性」に回帰する物語を語っているのである。この「村」と「森」の世界にあっては，「物」と「精
神」は不可分のものとして互いに形を与えあっており，「物質的なもの」の中に「観念的なもの」
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を透視する力において，（ダンブロンの分身といえる）主人公は「北」の感性を体現するものとな
る。
もちろん，この「幻視」という方法は，ダンブロンだけのものではない。夜の「川べりの街」に
浮かび上がる「声」に耳を澄まし，そこに「失われた過去からの呼びかけ」を聴き取っていくシェ
ネーも，流れ行く川の「スケッチ」を通じて，揺れ動く水の様相のうちに「精神性」の反映を読ん
でいくデルシュヴァルリも，同様に「見えるもの」「聞こえるもの」の奥底に「観念的なるもの」
を透視するような「ワロンの芸術」を体現しようとしている。
また，シヴィルやジランの作品においても，「アルデンヌの村」の詩情が謳われると同時に，そ
れを「理解するもの」の「魂の気高さ」が賛美されるという循環的な構図が働いている。人々の五
感に触れる物質的世界は登場人物の内面に滲み入り，その風景のうちに自己のよりどころを見いだ
そうとする者たちの精神を，さらなる高みへと引き上げていく。
このように，「ワロンの風景」において，「物」はすなわち「記憶」であり「精神」である。そし
て，物質的な世界に体現される精神性を直接につかみ取ることのできる感性において，「ワロン」
の人々の「北方」的な性格が自己規定されていくのである。
（２）樹木のサンボリスム
こうした視点から，テクストのいたるところに現れる「樹木」の意味作用についても考察を与え
ることができるだろう。
もちろん，「木」は，どのような場所であれ風景のいたるところに見いだされる。その存在が，
それだけで地域的な個性を指し示すことができるわけではない。「ワロンの風景」の中に語られる
樹木は多岐に及んでおり（ナラ・カシ（chêne），菩提樹（tilleul），ポプラ（peuplier），胡桃
（noyer）， ハ ン（aulne）， モ ミ（sapin）， 白 樺（bouleau argenté）， ア カ シ ア（acacia）， 林 檎
（pommier），松（pin）…），その種類は，西ヨーロッパの広範な地域に見られる樹木群とかけ離れ
ているわけではない6）。したがって，そこに使われている樹木は，そのままフランドルの風景の中
にも登場しうる。とはいえ，「樹木」は，ただ忠実な写景の要素として描き込まれているわけでは
なく，「風景」の構成の中でさまざまな象徴的意味を担っている。では，どのような基準で「木」
は呼び込まれ，どのような配列にしたがってそこにおかれているのだろうか。
指示されている樹木の種類に着目しつつ，作品の中での描かれ方（空間的な配置と意味作用）に
注意してみると，「風景の中の樹木」は，大きく四つのグループに分類することができる。
第一に，森を構成する樹木（モミや松）。
第二に，村の家々や城館を囲んで，その姿を覆い隠している樹木（白樺やアカシアや胡桃）。
第三に，農園に植えられている果樹（林檎）。
第四に，川べりや道沿い，あるいは丘の上などに巨木としてそびえる樹木（ナラ・カシ，菩提樹，
ポプラ）。
いささか図式的な対応関係を求めれば，各グループごとに作品の中での意味作用が異なっている
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といえる。
第一のグループは，ワロン地方の（特にアルデンヌ地方の）野生の自然を体現しており，人々の
生活圏の外にある世界（「森」）を指し示している。これもまた，総じて拓かれた土地であるフラン
ドルとの対照をなすものとして機能している。
第二・第三のグループは，「村」の景観を定型化する役割を果たしている。この点においては，
フランドルとの対照性は明確ではない。しかし，ワロン地方の村々は伝統的に，密集する背の低い
家々の周囲を樹木によって守るという構造（その中に，城館と教会の塔がつきだしている）を保っ
ており，その形態学的な特徴がそのまま風景に反映しているといえるだろう。
そしておそらく，最も象徴的な意味作用を伴っているのが，第四のグループの木々である。これ
らの巨木は，ランドマークとして風景の中に大きなアクセントを与えているだけでなく，その木々
の形状や表情によって，多くの意味を充填された「形象」としての役割を果たしている。カシや菩
提樹の古木は，その樹齢とともに，どっしりとして複雑な形状を示し，年月を超えて土地に宿る
「記憶」を体現する象徴となる7）。それはしばしば（これはもちろんワロン地方だけの風習ではな
いが）「聖なる木」として信仰の対象にもなってきた。私たちはここで，「ワロンの乙女」が「苔む
した静けさの中で，郷愁にみたされた大木たちの幻想的な小道をぬけて」さまよい歩き，「遠くに
響く工場のあえぎ声」におびえながら「公園のナラ（カシ）の木の堂々とした木陰」に身をひそめ
ていたことを思い起こそう。他方，天高く伸びるポプラの木々は，風にそよいで揺れ動きながら，
精神のざわめきを映し出す形象となっている。「ワロンの地で」においてジランは，「遠く海からわ
たるつぶやき声のような／背の高いポプラの揺れる音」を聞いていた。また，デルシュヴァルリが
「リトル・スケッチ」で描いた夜の「川」のほとりには，「ポプラ」の木々が立ち並び，その上空に
輝く月の光が（静かな狂気を宿しながら）黒々としたその頂にふりそそいでいた。
このように，さまざまな樹木は，それぞれに様相を変えながら，「ワロンの風景」の不可欠の要
素となり，その土地の自然の表情，生活の形，さらには「記憶」や「精神」を表出する役割を担っ
ている。「ワロンの魂」は，その土地のいたるところで，木々の景観に宿るのである。
（３）風景のサンボリスム
さて，私たちはここで，「物」のうちに「精神」の発現を見いだす「ワロン」の心性が，彼らの
追究していた「サンボリスムの美学」と親和的なものであることに，あらためて気づくことになる
だろう。
確かにモッケルは，フランドル芸術の絵画性に対比して，ワロンの資質はより音楽に適しており，
目に見える重厚な現実（視覚的世界）よりも，その背後にある「理念的な存在」に「形式」を与え
ること（「観念の形象による具現化」）が「自分たちの詩芸術」すなわち「サンボリスム」の真髄で
あると論じていた。これに対して，「風景」の描写は，ひとまず触知可能な具象的世界に寄り添う
ところにしか現れない。それが，より絵画的な表現の形式になじむものであることはいうまでもな
い。
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しかし，モッケルたちが求めた「象
サンボル
徴」の力が，「非物質的な法の世界と，知覚可能な物の世界
のあいだのかすかな結び目」をたぐり寄せること，「観念の世界と物質の世界とのあいだの表出さ
れた関係」を示すことにあるのだとすれば，それは，これまでに述べてきたような「精神の形象と
しての風景」の探求から遠く隔たったものではない。すなわち，「ワロンの風景」の構築もまた，
「イマージュ」と「観念」の総合の意志にもとづく形象化の試みであり，そこに描き出される具象
的な物たちは，その深奥に隠れた「触知不可能な」「本質」を「暗示する」ことによって芸術的意
味を担うものとなるのである。
したがって「風景」の探求において，「ワロン」としての自己規定と，「サンボリスト」としての
自己規定は矛盾をきたさない。サンボリスムの美学が要求する「見者（voyant）」としての資質と，
ワロンの心性がもたらす「幻視者（visionnaire）」の力は相通ずるものとしてある。その点において，
これまでに見てきた「ワロンの風景」は，彼らが与えようとした意味で「象徴的なるもの」と性格
づけることができるのである。
しかし，その先に（美学的な理論の探求という意味でも，文学場への台頭戦略の選択という意味
でも）二つの問題が浮かび上がってくるだろう。
第一に，もしも彼らが「サンボリスト」としての立場を一貫させ，その美学を追求していくなら
ば，物質的世界の背後に見通される「理念（Idée）」は，「普遍的」なものとして措定されざるをえ
ないということ。先に，モッケル個人が直面したジレンマとして論じたように（第3章），「象徴」
を介して暗示される本質を「地域的（ローカル）な心性」として規定することは，論理的に不可能
ではないとしても，「サンボリスム」の芸術のありようとしてどうしても「傍流」のイメージを払
拭できなくなる。したがってモッケルの場合には，フランス文学の場の中での台頭の戦略に重きを
おいたがゆえに，「地域の精神」を語る「具象的な文学」からは離れ，「ワロニー」へのこだわりを
見せたダンブロンやシェネーから距離をとるようになるのである。「資質」として「ワロン的な神
秘主義の感性」を備えていても，「作品」としてはより「普遍的な理念」へと通じるものを産出し
ていかなければならない。ここに「ワロンの風景」からの撤退の論理がある。
第二の問題は，「フラマン」からの差別化の方法に関わる。これまでに述べてきたように，その
風景表象（特に構成要素）において，「若者たち」はフランドルの風景とは一線を画した「ワロン
の風景」を描き出そうとしていたのであるが，「風景」の中に「見えざるもの」を読みとっていく
「幻視者の感性」を反映させようとするその「卓越化の技法」においては，「フラマン」の詩人や画
家たちのそれと同型の戦略を選んでいるということができる。パリ（中央）の視線から見れば，ワ
ロンであれフラマンであれ，結局のところは「北方」的な「神秘主義」の心性の持ち主であり，そ
の力の発揮される場面が，「霧の立ち込める運河」の風景に託されるか，「鬱蒼とした木々に覆われ
た森」の風景に託されるかの違いしかないともいえる。その表象の内容において「対照効果」を求
めても，そこに読みとられるべき「精神性の反映」においては，「鏡像的」な関係に立ってしまう
のである。そのとき，より強い訴求力をもって，より個性的に「北方の精神」を体現する風景は，
やはり「フランドル」のものであるといえるだろう。ここに，「ワロンの風景」の，競合的関係の
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中での弱さが露呈するのである。
このような理論的・戦略的な脆弱さは，おそらく，「ワロンの風景」が彼らの構築したままの姿
では固定されないことの理由の一端を示しているだろう。確かに，『ワロニー』に描き出されてい
った地域の風景の構図（構成要素と価値づけの様式）は，現在に至るまで「ワロン地方の景観」に
ひとつの定型的な雛型を与えている。例えば，今（ベルギーが連邦国家の枠組みを選択し，フラマ
ンとワロンとの分離主義的な傾向がさらに強まっている中で）「ワロン政府」が地域の観光イメー
ジとして提示しようとする「風景」の姿は，上に見てきたような「ワロンの風景」（農村と丘陵と
渓谷のワロニー）とほとんど変わらないものとしてある。その視角の構成においても，風景を構成
する要素においても，「図式」の連続性は明らかである。
しかし，他方において，その後の「ワロン地方」は，石炭・鉄鋼産業の中心地というイメージを
取り込んでいくことなしには，地域としての同一性（風景的同一性）を語りえなくなっていく。
「ムーズ川」は，無垢なる自然の象徴というよりもむしろ，「産業活動」の動脈として「絵柄」の中
心におかれ，よくいえば活力にみなぎる，悪くいえば黒く煤けた世界を体現する存在として描き出
されていく8）。
こうした動きと連動して，20世紀に入ると，地域の風景を語る文学や芸術は写実主義的傾向を
強め，せまい意味での「地域主義」のカテゴリーに収まっていくようになる。他方，前衛的モダニ
ズムへの志向性は，地域的現実への愛着をふり捨てて展開されていくようになる9）。モッケルが当
初思い描いていたような，「地域的」で，かつ「モダン」な文学実践は，Ａ.シャベ10）などの稀有な
例を除いて，後継者を見いだせなくなっていくのである。
６．受け継がれていく幻想の雛型
本章においては，雑誌の中の「地域主義的諸作品」に即して，「ワロンの風景」がどのような要
素から，またどのようなまなざしのもとに形作られたのかを概観してきた。
それぞれの風景は，作家ごと作品ごとに異なる風貌を示すものではあるが，その全体を集合的実
践の所産としてとらえ返してみると，確かにそこには一定の図式が動員され，相互依存的・相互支
持的な作用を通じてひとつの類型が構築されているように見える。ここに浮上する「ワロンの原風
景」は，地域の景観に根ざしながらも，決してその中立公正な記述に終始するものではなく，選択
的な視点から切り取られ，表象された，一種の「集合的イマジネール」としての性格を帯びている。
この表象を編成する視角が，一面において，イデオロギー的性格を帯びていることはあらためて
指摘するまでもない。『ワロニー』に集まった「若者たち」の多くが興隆する産業資本に養われた
中産階級の子弟たちであり，既述のように雑誌の刊行費用そのものが，鉄鋼産業の経営者であった
モッケルの家族によって賄われていた。しかし彼らは，自らの足元にある経済的現実には目を向け
ず，きわめて懐古的な視点から，「領主」と「農民」の暮らす農村世界を，自分たちの地域の典型
的風景として描き取っていった。
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こうした視角の選択を，初期の「ワロン運動」を立ち上げていった社会・経済的利害と無関係な
ものとはいうわけにはいかない。これもまた先に見たように（序章），「ワロン運動」は，地域の民
衆の一体性を強調しながら，一方においては，ベルギーの経済を主導していた支配階級の文化的正
統性を擁護するという性格をもち，他方では，ベルギー国内の人口の多数派を占める「フラマン」
の権利要求の高まりに抵抗しようとする運動でもあった。したがってそれは，「ワロン・フランコ
フォン」の「地域的・民族的」であると同時に「階級的」な利害を代弁するものだったのである。
モッケルの雑誌『ワロニー』は，「進歩的」で「前衛的」な芸術・文学の実現を旗印に掲げながら
も，「ワロンの表象」という観点から見れば，この支配階級の世界観を揺さぶるようなイメージを
何ら提示することがなかったといわざるをえない。
それと同時に，自分たちが根をおくべき「故郷＝祖国（patrie）」を再発見し，そこに息づく「伝
統的精神」を賦活しようとしている点において，「ワロンの文学」を打ち立てるという彼らの企て
は，同時代のフランス各地に芽生えていた狭義の「地域主義」の運動と連動するものでもあった。
ここでも，『ワロニー』は，一方において「前衛主義」を標榜しながら，（「正統王朝派」の心性に
も通じるような）「保守主義」的傾向を見せているのである。
しかし，彼らの描く「ワロンの風景」は，社会経済的な利害にのみ方向づけられていたわけでは
ない。
他方において，『ワロニー』における「風景描写」の実践もまた，パリを中心とするフランス
（語）文学の場の中で準備されつつあった「可能性の空間」を読みとり，そこに「文学の主体」と
して台頭していくための「位置」を取得する企てであった。ここでもまた，中央からの視線を意識
し，一方では「フランドル」との差別化を試みながら，自分たちの「地域的」な性格を「文学的・
芸術的な可能性」へと転換することが追い求められている。「風景」の描写は，「ワロン」の「辺境
的精神」を，可視的な表象として提示するための手段である。
もちろん，この側面においては，「ワロンの風景」への「投資」は大きな「収益」をあげること
ができなかったといわねばならない。彼らが投機した「アルデンヌ幻想」は，「神秘的なるもの（le 
mystique）」を宿す風景としては，「フランドル幻想」のステイタスを凌駕することができなかった
し，その「北方的な神秘性」以外の「売り物」を「ワロン」は「文学・芸術」の領域において開発
しきれなかったのである。結果として『ワロニー』は，その地域的個性の名においてはフランス文
学の場に参入しきれなかった。雑誌としての成功はむしろ，地域の枠を超えた「サンボリスト」の
集結の場となったことに多くを負っていたのである。
しかし，彼らがこの時期に描き出した「地域の風景」は，その後の時代に引き継がれ，ときに修
正を加えられていく「原型」を確かに築き上げたといえるだろう。ワロンの人々が自らの地域とそ
こに暮らす人間たちの「同一性」を感じとろうとするとき，あるいはそれをイメージとして伝えよ
うとするとき，「ワロンの風景」は，常に見いだされるべき「絵柄」として準備されている。それ
は，時代ごとに新しい要素を付け加えながらも，さまざまな実践の中で継続的に再生産される雛型
となっているのである。
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【注】
1） ムーズ川は，フランス東部ヴォージュ県（Vosges）ラングル高原（le plateau de Langres）のプイ・ア
ン・バシニ村（Pouilly-en-Bassigny）の小さな泉を水源とし，ジベ（Gibet）を経てベルギーの国土に
流れ込み，ワロン地方を西南から東北に横断し，マーストリヒト（Maastricht）からオランダに入り，
ロッテルダム（Rotterdam）の南を横切って北海へ注ぐ（図1）。全長は950キロメートル。ワロン地方を，
128キロメートルにわたって流れる。リエージュは，ムーズ川が山岳・丘陵地帯から平地へと流れ出す，
その「出口」に位置している。この地理的な位置が，産業都市としてのリエージュの発展の要因の一つ
である。ワロン地方で産出された石炭は，河川を行き来する船に積まれて輸出され，イギリスやノルウ
ェイに運ばれていった。リエージュはしたがって，輸出港としての役割を担っていたのである。
　しかし，19世紀以来の産業の発展を支えた水路であっただけでなく，ムーズ川は，ワロン地方の「文
化」を育む文明の通路であり，ワロニーの精神的なシンボルでもあった。「フランス」に水源を有し，
ワロンの地のほぼ中心を横断し，北海にまで流れ着くこの河川は，実体的な交通路としても，心象的な
←ロッテルダム（オランダ）
←河口
←リエージェ
←水源　プイ・アン・バシニ
　（フランス）
Polet et Fouss, 2001, 表紙カバー裏頁
図１　ムーズ川（水源から河口まで）
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地形図においても，ワロン地方の諸地域をひとつに結びつける「絆」であり，かつ「起源」としての
「フランス」との結びつきを想像させる形象であった。「ムーズはワロニーの母である。ムーズはワロニ
ーの歴史をあとづけ，その文化（モザン文化）に影響を与え，その産業を生み出した。ムーズはその楽
しみを満たし，その友たちを満足させる。ムーズはその富を運び，その支流を介して，大きな街々を結
び直す」と，ミシェル・フォレ（ワロン地方の国土・都市計画・環境大臣）は『ムーズ　水源から海ま
で』と題された美しい写真集の前書きに記している（Polet et Fouss, 2001:6）。
2） ここで取り上げている「地域主義的作品」の作者について見れば，ジェルメーヌ・フランク（Germaine 
FRANK）だけが女性名と推察できる。ただし，ジェルメーヌ・フランクは，雑誌全体を通して一回だ
けの寄稿者であり，筆者の調べえた範囲でどこの誰であるのかが特定できない書き手の一人である。し
たがって，ペンネームである可能性も否定できず，性別についても性急に判断すべきではないかもしれ
ない。
3） 一般にベルギーの国土は，地理的に三つのゾーン（低地ベルギー：海抜0ｍ～50ｍ，中間地ベルギー：
50ｍ～200ｍ，高地ベルギー：200ｍ～）に区分される。低地ベルギーは，北海沿岸からフランドル地
方のほぼ全域を経て，ワロン地方においても，リス川（Lys）流域のコミーヌ（Comines）やエスコー
川（Escaut）流域のトゥルネー（Tournai）からモンス（Mons）以北の地域がこれにあたる。中間地ベ
ルギーは，そこからサンブル川（Sambre：ムーズ川支流）やムーズ川にいたるまでのエノー（Hainaut），
ブラバン（Brabant），エスベ（Hesbaye）の諸地域にあたり，都市名ではラ・ルーヴィエール（La 
Louvière），シャルルロワ（Charleroi），バンシュ（Binche）などがこれに含まれる。その景観におい
てむしろ平坦を特徴とするこれらの地域は，面積においてワロン地方のおよそ３分の１ほどを占めてお
Institut de Conseil et d’Etudes en Developpement Durable, Atras de la W allonie (http://sder.wallonie.be/
ICEDD/CAP-atrasWallonie2006/pages/atras.asp?txt=milRelef)
図２　ワロン地方の地形図
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り，経済・文化的な活動の領域としても決して周辺的であるわけではない。
4） ワロンの風景を丘陵地の景観によって価値づけようとする志向性は，視覚芸術（絵画・版画）の領域に
も見られる。この時，差別化の戦略において顕著なのは，単にフランドルの平坦地に対して，ワロンの
傾斜地を対置するだけでなく，アングル（視角）の変更が行われている点にある。一言でいえば，ワロ
ンの風景は「丘の上から見下ろされる」。フランドルの風景画が，低い視点からの水平的な構図を取る
ことを好むのに対し，ワロンの風景は，高い地点から俯瞰するように描かれるのである。オーギュス
ト・ドネー（Auguste Donnay, 1862-1919）とフィリップ・デルシャン（Philippe Derchain, 1873-1947）
の版画をその例示として挙げておこう。
図３　オーギュスト・ドネー
（Parisse 1991:92）
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5） ベルギーにおける年間の降水量は，ブリュッセル南部の気象観測地点であるユックル（Uccle）で，平
均（1998年から2010年まで）805ｍｍであり，その総量において特別に多いわけではない。しかし，
0.1mm以上の雨が降る日は，207日（同じく1998年から2010年平均）を数えており，２日に１日以上の
ペースで雨が降っていることになる（ベルギー政府統計局http://stabel.fgov.be/fr/statistiques/chiﬀ res/
environnement/climat/index.jsp）。この傾向は，ワロン地方においても大きく変わることはなく，ワロ
ン地域政府の機関であるSDER（Schèma de développement de l’espace régional）刊行のAtras de la 
W allonieによれば，「ワロン地方においては，年に160日から200日，すなわちおよそ２日に１日ずつ雨
が降る」（http://sder.wallonie.be/ICEDD/CAP-atrasWallonie2006/pages/atras.asp?txt=milRelief）ので
ある。
6） ただし，描かれている樹木は必ずしも地域の植生を忠実に再現しているわけではない。例えば，ワロン
地方でも広く目にすることのできるブナ（hêtre）はほとんど登場せず，菩提樹やポプラの頻度が高い。
要するに，選択的に「絵柄にふさわしい」要素がピックアップされているのである。
7） ワロン地方の巨木たちの姿をおさめた写真集『木々の記憶』（La Mémoire des arbres, 2003）において，
バンジャマン・スタッセンは次のように記す。「人知れず，樹木はすでに記憶の保管庫であった。その
誕生以来，季節のめぐりくる痕跡はその幹の年輪の内に刻み込まれてきた。この書記として役割は，樹
木が人に着想を与えるようにあらかじめ運命づけていたに違いない。樹木は人に，印を刻み込むのにふ
さわしい，樹皮と白太のあいだに位置する柔らかな皮膜を提供し，このliberから本（livre）の原型が生
まれる。ゲルマン系の言語でも同様に，ブナ─Buche, beech, beuk─が，本─Buch, book, boek─を生
み出す。われわれの書物（bouquin）がboscusすなわち森（bois）に由来するのと同じように」（Stassen 
2003:11）。樹木は記憶の拠り代であり，その樹木が書を生み出す。こうして，木々と記憶との強い結び
図４　フィリップ・デルシャン，Ancien Moulin banal à Grand’Ry, Pepinster.
（Parisse 1991:177）
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9） 「ワロン」という地域へのこだわりが，フランス（語）文学の圏域において「周辺的な」，その意味にお
いて「地域主義的」な「ジャンル」に封じ込められていくということは，言い換えれば，フランス（語）
文学の場における台頭の戦略が，「出自の周辺性の価値づけ」よりもむしろ，「パリ（フランス）」への
同化の方向へとシフトしていくということである。
　J.M.クリンケンベルグは，フランス・パリとの関係において，ベルギーの文学がたどった歴史的な局
面の変化を，「求心的時期：ベルギー文学の自立性が強調された時期」，「遠心的時期：フランス文学制
度への同化が強調された時期」，「弁証法的時期：二つの傾向が拮抗的な働きをする時期」に区分してい
る（Klinkenberg 1981, 1993）（鈴木2001）。前衛的モダニズムへの志向性が「地域性」を脱色していく
ようになるのは，「求心的時期」から「遠心的時期」への移行の過程を示す一事例でもある。
10） アシル・シャベ（Achille Chavée：1906-1969）は詩人であり，20世紀前半のワロン運動の担い手の一
人でもある。ワロン地方の都市シャルルロワに生まれる。1927年，W.チボー（W.Thibaut）とともに，
ワロン連邦主義同盟（Union fédéraliste wallonne）を結成。文学者としては，芸術的創造による解放と
つきが，文字＝言葉に媒介されていくのである。
8） ワロン地方を産業的風景によって代表させる例として，20世紀初頭のワロン運動の機関誌の表紙を挙
げておこう。
図５　Pierre Paulus, 『若きワロニー』（La Jeune Wallonie, 1909, no.5 et 6）の表紙（左）
　　　Auguste Donnay, 『ワロンの生活』（La Vie Wallonne, 1920, no.2）の表紙（右）
（Pirotte 1999:107,117）
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思想的な解放の相同的な達成を求めて，シュルレアリムの運動にコミットする。1934年グループ「切
断（Rupture）」を結成。ワロン地方の工業都市ラ・ルーヴィエールを拠点とした活動を展開する。（Le 
Nouveau dictionnaire des belges, Le Cri (Bruxelles), 1998参照）
【参考文献】
Berque, Augustin  2008  La Pensée paysagère, Archiboks + Sautereau Editeur, Paris. （木岡伸夫訳『風景と
いう知　近代のパラダイムを超えて』，世界思想社，2011年）
Clerk, Kenneth  1979  Landscape into Art, Jhon Murray. （佐々木英也訳『風景画論』，2007年，ちくま学芸
文庫）
Demoulin, Bruno et Kupper, Jean-Louis (eds.) 2004  Histoire de la W allonie, de la préhistoire au XXIe siècle. 
Editions Privat(Toulouse).
Klinkenberg, Jean=Marie  1981  La Production littéraire en Belgique francophone, Littérature, no.44. 
Armand Colin (Paris).
　─　1993  Insécurité linguistique et production littéraire, Cahier de l’Institut de Linguistique de Louvain, 
19, 3-4. Louvain- la-Neuve (Wavre).
Mockel，Albert  1922  Auguste Donnay, souvenirs et réflexions, Georges Thone (Liège).
Parisse, Jacques  1991  Auguste Donnay, un visage de la terre wallonne, Crédit Communal.
Pirotte, Arnaud  1999  Une identité paysagère ? Les opinions de la mouvance militante wallonne au premier 
quart du XXe siècle, dir. Par Luc Courtois et Jean Pirotte, Les Lieux de la mémoire wallonne. 
Louvain-La-Neuve (Wavre). 
Polet, Daniel et Fouss, Daniel  2001  La Meuse, de la source à la mer, La Renaissance du Livre (Tournai).
Stassen, Benjamin  2003  La Memoire des arbres, tom1. Le Temps, la foi, la loi, Editions Racine (Bruxelles).
鈴木智之　2001　「文学生産と言語的インセキュリティ─Labov, Bourdieu, Klinkenberg─」，『社会志林』
48（2），法政大学社会学部学会
Thiesse, Anne-Marie  1991  Ecrire la France, le mouvement littéraire régionaliste de langue française entre 
Belle Epoque et la Libération, PUF (Paris).
Urry, John  1990  The Tourist Gaze, Laisure and Travel in Contemporary Societies, Sage (London).（加太宏
邦訳『観光のまなざし　現代社会におけるレジャーと旅行』，法政大学出版局，1995年）
